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◎（ちいさいときから）絵本の読み聞かせ～子どもと代り番こに読んだりしながら～やがて自

分一人で読めるようになり～ことばがふえ～ことばで考える力が育ちます

◎学校の教科書を自分で読めるようにわかるように＜ことばの力と考える力＞を育てます

◎本をたくさん読み「あらすじ」を書きます（だれが・なにを・したのか/いつ・どこで・どのよう

に）「あらすじ」を人に語りノートにまとめます

◎ひとつにはいろいろのものを「はかり」ます【例えば：円いものの周りをはかり直径をはかり

円周率＜円周÷直径＞を出します／円周率＜3.14＞はどうして 3 より大きくて４よりちい

さいのか？ （2003 年の東京大学入試問題「円周率が 3.05 よりも大きくなることを証明せよ」

にチャレンジします）】

◎ほかに＜割算・分数・割合・率・比＞の「関係・仕組」を言葉と図と式で解き明かします

◎朗読したり演説したり歌を歌ったり体を揺さぶり人に伝え「人を動かす」スピーキング（英

語）とライティング（英文）の練習をします

◎知りたいことを「調べてみよう、書いてみよう」（ノンフィクション部門に応募します）

文章が読める！書ける！！受験コース！！！

昨今中高一貫校への進学が注目されていますが、その中でも「公立中高一貫校」の受検

スタイルは独特です。文章や図、グラフを読み取り、そこから自分の考えや分析結果を“文

章にして”答えさせます。つまり、「文章を読む力、書く力」が必要になるのです。一見難しそう

にみえる公立中高一貫校の受検ですが、逆にその力さえ身につければ、難関校でも合格は

可能です！！

私は小学５年生まで石川塾に通い「読む力・書く力」を身につけ、そののち大手受検対策

塾に通い、志望校に合格しました。公立中高一貫校入試合格の基盤は石川塾にあると言っ

ても過言ではありません。

石川塾では『理想の国語教科書』などを用いた「要旨要約」で長い文章を読み取る訓練

を行い、受検対策のテキストで本格的な入試様式に則った問題演習を繰り返し、公立中高

一貫校の受検スタイルと、その解答の“型”を定着させます。そうすることで長い文章を読む

集中力と読解力、高得点を狙える文章力が手に入れられます。(T.S.記)



石川塾で都立高校受験をしました。石川塾の良さ・特徴は、先生の人柄の良さや、




